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【研究論文】
地方会場におけるレラカムイ北海道の観戦者実態調査
－稚内・釧路会場の調査結果から－
千 葉 直 樹１） 永 谷 稔２） 石 澤 伸 弘２）
A study of filed survey about the Rera Kamuy Hokkaido spectators in the local arenas
－From survey results at Wakkanai and Kushiro arenas－
Naoki CHIBA１） Minoru NAGATANI２） Nobuhiro ISHIZAWA２）
Abstract
This study focuses on the actual conditions of spectators of Rera Kamuy Hokkaido in local cities in Hokkaido．This approach
involved the use of questionnaires completed by spectators of Rera Kamuy who were over age１２at Wakkanai and Kusiro Arena
in September and Octorber，２００９．The results outline as follows；
１）In Wakkanai and Kushiro arena，the gender ratio of the spectators was almost half and half．
２）In Wakkanai arena，as for in the spectators about half were residents in Wakkanai city．In Kushiro arena，６６．２％ of respon-
dents were living in Kushiro city and Kushiroshicho．At the same time，about１０％ of respondents came from Sapporo city．
３）In the Wakkanai arena，the first time spectators occupied ４９．２％ of the whole．In the Kushiro arena，the first time spec-
tators were ６７．１％．Especially，the spectators in local arenas were classified as the first time spectators living in Wakkanai
and Kushiro and Rera Kamuy followers living in Sapporo．
４）The half of respondents selected basketball love and closeness to the arena for main reasons to watch the games in both
local arenas．While spectators from Sapporo city recognized themselves as Rera Kamuy followers，spectators from Northern
and Eastern parts of Hokkaido seemed to visit arenas because of basketball love and closeness to the arena．
５）Of Kushiro Arena’s research，６６．４％ of respondents belonged to sports club activities in high school days．It was clear that
there are relationships between sports club activities and watching professional basketball game．Furthermore，about ６０％
of respondents who belonged to athletic clubs，played basketball in junior high and high school．
６）It was clear that respondents who did not belong to athletic clubs tend to become repeaters rather than sportsmen in school
days．
（Bulletin of the Northern Regions Lifelong Sports Research Center Hokusho Univ. 2010, Vol ．１：１－８）
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Ⅰ．緒 言
レラカムイ北海道（以下，レラカムイ）は，２００７－８
年シーズンからJBL（JAPAN BASKETBALL LEAGUE）
に加盟したプロバスケットボールチームである。過去３
年間，順位は下位に低迷してきたが，初年度から３年連
続して JBLで最も多く観客を動員した注１）。JBL の他の
チームは，リンク栃木以外，トヨタ自動車などの大企業
が後援する企業チームであり，積極的に興行を行ってい
る訳ではない。しかし，レラカムイの集客能力の高さは，
北海道におけるバスケットボールの競技人口の多さと結
び付いていると考えられる注２）。
２００５年にｂｊリーグという日本初のプロバスケットボー
ル・リーグが設立されてから，日本ではｂｊリーグの観
客に関する調査がいくつか行われてきた。たとえば，竹
田（２００７）は，２００６年と２００７年に大分ヒートデビルスの
観戦者に関する質問紙調査を行った１）。この調査では，
観客の約６５％が女性で，３０歳代の観客が最も多く，２００６
年の調査では観客の約７３％が試合会場近隣の大分市と別
府市の住民であることが報告された。高橋と鈴木（２００８）
は，２００７年１１月に大阪エヴェッサの観客を対象に，質問
紙調査を行い，サービスプロダクトへの評価に関する項
目の因子分析の結果から，「…観戦者の満足度を規定す
る要因はチームへ投影する地元意識であることが明らか
になった」２）と指摘している。つまり，「関西文化圏」
１）北翔大学短期大学部人間総合学科 Department of Liberal Studies，Hokusho College
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科 Department of Sport Education，School of Lifelong Sport，Hokusho University
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への地元意識の高い者ほど，試合観戦の満足度が高いと
いうことであった。
石澤と永谷（２０１０）は，２００９年２月に月寒アルファコー
トドームで開催されたレラカムイ公式戦（対日立サンロッ
カーズ戦）試合会場で観客の実態調査を行った３）。この
調査では，１）レラカムイ北海道の観戦者は７割が札幌
市在住の女性であり，２０歳代と３０歳代が全体の５７．６％を
占めた，２）レラカムイ観戦者の７割は，北海道日本ハ
ムファイターズ（以下，日ハム）の試合を，４割はコン
サドーレ札幌（以下，コンサドーレ）の試合も観戦した
ことがあった，という主な結果が報告された。
さらに，加藤と葉（２００９）は，２０１０－１１年シーズンか
ら秋田のチームがｂｊリーグに加盟した場合に発生する
総合的な経済波及効果を，約４億２５００万円と推計した注３）。
この推計では，運営チームの営業支出と観戦者支出の合
計である直接効果を約２億５０００万円と，ホームゲーム開
催による波及効果を約１億７０００万円と推計している４）。
この研究では，秋田にプロチームが設立されていなかっ
たことから，仙台８９ers のホームゲームでのデータをも
とに推計がなされた。ｂｊリーグとＪＢＬではプロバス
ケットボールに対する考えに大きな違いがみられるが，
スポンサー収入やチケット収入でチームを運営するレラ
カムイにも同様の推計を行うことは可能である。
今回の調査では，稚内市と釧路市という地方会場にお
けるレラカムイ観客の把握に焦点を絞る。本研究は，レ
ラカムイ北海道の地方会場（稚内・釧路市）におけるホー
ムゲーム公式戦観戦者の実態を把握することを目的にす
る。さらに，レラカムイ北海道の地方会場における観戦
者実態調査を行い，道内のプロスポーツとして，レラカ
ムイ北海道の経営的な側面とチームの普及的な側面から，
地方会場で公式戦を行う効果や意義について検討する。
Ⅱ．研究方法
１．調査方法
本研究では，２００９年１０月３１日に稚内市総合体育館と，１１
月１４日と１５日に湿原の風アリーナ釧路で開催されたレラ
カムイ北海道公式戦会場で，観客に質問紙を用いて個別
面接調査を行った。稚内会場におけるレラカムイの対戦
相手は，トヨタ自動車アルバルクで，釧路会場ではアイ
シン・シーホースであった。会場の入り口でレラカムイ
の資料と一緒に，質問紙を観客に手渡し，会場内で質問
紙を回収した。会場のディスクジョッキーから質問紙の
記入について観客に情宣を行った。調査対象になった公
式戦の観客数は，１０月３１日に１，２５１名，１１月１日に１３５４
名，１１月１４日に２，２５２名，１５日に２５４２名と発表された。
中学生以上の観客を対象に調査を行い，有効回答数は稚
内会場で２５４部，釧路会場２日間で１，１０３部（１４日６０２部，
１５日５１９部）であった。
２．調査内容
調査内容は，観客の個人的属性（性別，年齢，住所，
職業），中学・高校時代の課外活動状況，チケットの座
種，過去３年間の観戦回数，観戦人数，使用した交通手
段，観戦形態（日帰り観戦か宿泊を伴う観戦），宿泊場
所，観戦理由であった。また，札幌を拠点にするプロ野
球の日ハムとＪリーグのコンサドーレの公式戦観戦状況
について観客に質問した。この質問は，北海道のプロス
ポーツ全般に興味を持つファンが，地方都市にどのくら
い存在するかを把握するために行った。
Ⅲ．結果及び考察
１．回答者の属性
稚内会場での男女比は，女性が５２．４％（１３１名），男性
が４７．６％（１１９名）であった（表１）。釧路会場では女性
が５１．１％（５６４名），男性が４８．９％（５３９名）であ っ た
（表２）。つまり，男女比はほぼ半々であり，性別によ
る偏りはほとんど確認されなかった。一方で，石澤と永
谷（２０１０）が札幌会場で行った調査では，女性が全体の
７１．７％を占めていた３）。これまでｂｊリーグの観戦者調
査でも，女性ファンが多い傾向が指摘されてきたが１）今
回の調査では地方会場での試合開催ということもあり，
それほど男女の偏りがでなかったと考えられる。
稚内会場での観客の平均年齢は３０．９歳，釧路会場では
３１．７歳であった。稚内会場では，３０歳代が２９．２％（７３名）
で最も多く，次いで１０歳代が２７．２％（６８名），２０歳代が
１７．２％（４３名），４０歳代が１６．８％（４２名）であった（表
１）。一方で，釧路会場では１０歳代が２８．２％で最も多く，
次いで３０歳代が２３．５％，４０歳代が２０．２％を構成した（表
２）。特に調査対象者を中学生以上に限定したにもかか
わらず，釧路会場では，１０歳代が最も多かったことは興
味深い。地方会場での JBLの試合開催数が少なく，稚
内と釧路の中学生と高校生が部活動単位で観戦にきたこ
とから，１０歳代が多い結果になったと考えられる。この
結果は，札幌会場の調査で１０歳代の回答者が１５．２％しか
いなかったことと比較して，対照的な結果であった３）。
稚内会場における観戦者の住所は，稚内市が５２％（１３２
名）を占め，次いで札幌市が１７．３％（４４名）という結果
であった（表１）。釧路会場では，釧路市が５２．７％（５８３
名），釧路支庁管内の町注４）が１３．５％（１４９名），札幌市
が１０％（１１１名）であった（表２）。稚内会場と釧路会場
ともに，観客の約半数が試合開催地の住民であり，特に
釧路会場では，釧路市民と釧路支庁管内の町民合わせて，
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回答者の６６．２％を構成していた。稚内市と釧路市は北海
道の地方都市であり，本州のように交通網が十分に整備
されていないこともあり，観戦者の過半数が地元住民に
なったと考えられる。一方で，札幌市民が両会場で回答
者の１０％程度を占めていたことは興味深い。レラカムイ
北海道は，２００９－１０年シーズンのホームゲーム２２試合の
うち１８試合を，札幌近郊で開催しており，札幌を拠点に
活動していることから，札幌市にレラカムイファンが相
表１ レラカムイ北海道の観客の属性（稚内会場：２００９年１０月３０日）
人数 ％ 人数 ％
性別 女性 １３１ ５２．４ 住所 稚内市 １３２ ５２
男性 １１９ ４７．６ 札幌市 ４４ １７．３
名寄市 １４ ５．５
年齢 １０歳代 ６８ ２７．２ 下川町 １０ ３．９
２０歳代 ４３ １７．２ その他の市町村 ５２ ２０．５
３０歳代 ７３ ２９．２ 道外 ２ ０．８
４０歳代 ４２ １６．８
５０歳代 ２１ ８．４ 職業 事務的職業 ８５ ３５
６０歳代 ２ ０．８ 学生 ６１ ２５．１
７０歳代 １ ０．４ 専門的・技術的職業 ３８ １５．６
平均 ３０．９±１２．９ パート・アルバイト １９ ７．８
専業主婦 １３ ５．３
婚姻状況 独身 １４８ ５９．７ その他 ２７ １１．１
既婚 １１９ ３８．３
その他 ５ ２
表２ レラカムイ北海道の観客の属性（釧路会場：２００９年１１月１４・１５日）
人数 ％ 人数 ％
回収日 １１月１４日 ６０２ 住所 釧路市 ５８３ ５２．７
１１月１５日 ５１９ 釧路支庁管内 １４９ １３．５
札幌市 １１１ １０
性別 女性 ５６４ ５１．１ 帯広市 ４２ ３．８
男性 ５３９ ４８．９ 中標津町 ２９ ２．６
根室市 ２７ ２．４
年齢 １０歳代 ３０６ ２８．２ 別海町 ２１ １．９
２０歳代 １８４ １６．９ 北見市 １９ １．７
３０歳代 ２５５ ２３．５ 羅臼町 １７ １．５
４０歳代 ２２０ ２０．２ 遠軽町 １０ ０．９
５０歳代 ８８ ８．１ その他の市町村 ８０ ７．２
６０歳代 ３３ ３ 道外 １９ １．７
７０歳代 １ ０．１
平均 ３１．７＋１４ 職業 学生 ３０５ ２７．２
事務的職業 １７９ １６．３
婚姻状況 独身 ６０６ ５６．４ 専門的・技術的職業 １７９ １６．３
既婚 ４６５ ４３．３ パート・アルバイト １３７ １２．５
その他 ３ ０．３ 専業主婦 ７２ ６．５
サービス職業 ６７ ６．１
観戦形態 日帰観戦 ７６２ ７９．２ 管理的職業 ４６ ４．２
宿泊観戦 ２００ ２０．８ 技能的・労務的職業 ３６ ３．３
中学時代 高校時代 無職 ２３ ２．１
部活動所属 運動部 ７７１（７６．７％）５４９（６６．４％） その他の自営業 １５ １．４
文化部 ７４（７．４％）１００（１２．１％） 商工サービス業 １２ １．１
無所属 １６０（１５．９％）１７８（２１．５％） その他 １６ １．５
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対的に多くいると考えられる。つまり，地方会場の試合
でも必ず観戦に訪れる札幌在住の観客がいることが示唆
された。
観戦者の職業について調べてみると，稚内会場では事
務的職業が３５％で最も多く，次いで学生が２５．１％，専門
的・技術的職業が１５．６％であった（表１）。釧路会場で
は，学生が２７．２％で最も多く，次いで事務的職業と専門
的・技術的職業がそれぞれに１６．３％を占め，パート・ア
ルバイトが１２．５％を構成した（表２）。両会場における
学生の多さは，１０歳代の観客が最も多かった結果と結び
ついている。
稚内会場と釧路会場では，週末の土曜日と日曜日に同
じ対戦カードの試合が行われたことから，２試合とも観
戦したかどうかについて尋ねた。稚内会場では回答者の
６１．３％（１５５名）が翌日の試合を観戦する予定と答えた。
釧路会場では，１１月１４日（土）の回答者のうち，２８．６％
（１６７名）が翌日の試合を観戦予定と答え，１５日の観客
の場合には，２９％（１４２名）が前日の試合を観戦したと
回答した。この結果から，稚内会場の約６割の観客が２
日間観戦した一方で，釧路会場では約３割の観客しか２
日間観戦しなかったことが示唆された。
釧路会場では，観戦者の運動部所属経験について尋ね
た。中学時代では，運動部所属者が７６．７％（７７１名），文
化部所属者が７．４％（７４名），無所属が１５．９％（１６０名）
という結果であった（表２）。高校時代では，運動部所
属者が６６．４％（５４９名），文化部所属者が１２．１％（１００名），
無所属が２１．５％（１７８名）という結果であった（表２）。
この運動部経験者の比率は，全国的な部活動加入率より
も高い傾向が確認された。たとえば，笹川スポーツ財団
（２００１）によると，中学３年生の運動部・地域スポーツ
クラブへの加入率は６５．８％で，高校３年生では３７．６％で
あった５）。観戦者の６割以上が中学・高校時代に運動部
に所属していたことは，プロバスケットボールの試合観
戦と過去の運動部経験が結び付いていることを示してい
る。さらに，運動部に所属していた者のうち，６２．３％
（４６０名）が中学時代にバスケットボール部に，高校時
代では５９．６％（３０８名）がバスケットボール部に所属し
ていた。この結果から，過去にバスケットボール部に所
属していた者が観戦者になりやすいことが確認された。
２．レラカムイ公式戦の観戦回数
過去３年間のレラカムイ北海道公式戦の累計観戦回数
は，稚内会場で初回観戦者が４９．２％，２～３回と１５回以
上と答えた観客がそれぞれに１５．６％，４～６回の者が
１４．８％という結果であった（図１）。釧路会場では，
６７．１％の観客が初めての観戦であり，次いで，２～３回
の者が１３．２％，１５回以上の観戦者が１１．５％を占めた（図２）。
図１ レラカムイ公式戦観戦者の累計観戦数（稚内会場）
図２ レラカムイ公式戦観戦者の累計観戦数（釧路会場）
両会場に共通して言えることは，初回観戦者が観客の
半数を占めており，１５回以上の観戦者が１０％以上いるこ
とである。一方で，札幌会場では，初回観戦者が全体の
約２０％にすぎず，８０％が２回以上の観戦経験のあるリピー
ターであった３）。会場による累計観戦比率の違いは，レ
ラカムイのホームゲームがほとんど札幌市で開催されて
きたことを反映している。レラカムイは，２００７－８年シー
ズンに室蘭市で１試合，函館市で２試合の合計３試
合，２００８－９年シーズンでは，苫小牧市で１試合，旭川
市で２試合の合計３試合の公式戦を札幌市以外の地方会
場で行った。本研究で対象にした稚内市と釧路市での試
合開催は，今回が初めてであった。道北・道東地区の住
民にとって初回観戦が多かったことは，地方会場での試
合の少なさに由来していると考えられる。
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表３ レラカムイの累計観戦回数と居住地域（釧路会場）
３回未満 ４回以上 合計
道東地区 ７８７（９４．４％） ４７（５．６％） ８３４
札幌地区 ３５（１８．１％） １５８（８１．９％） １９３
合計 ８２２ ２０５ １０２７
***p＜．００１
住所と観戦回数の間に明確な関係があると考え，釧路
会場のデータに基づき，クロス集計表を作成した（表３）。
表３では，住所を便宜的に釧路近郊の道東地区と札幌地
区に分け，観戦回数も３回未満と４回以上と二つに分類
した。カイ二乗検定を行うと，１％水準で有意差が確認
された。表３から，道東地区の観客の９４．４％が３回未満
の観戦回数である一方で，札幌地区の観客は８１．９％が４
回以上観戦していることがわかった。つまり，釧路近郊
の観客は初めて観戦した者が多かった一方で，札幌地区
から観戦に訪れた者は，レラカムイファンであったため
に４回以上観戦していたと考えられる。さらに，稚内会
場でも，地元の道北住民の８４．５％（１４７名）が３回未満
の観戦回数であった一方で，札幌近郊住民の９２．６％（５０
名）が４回以上観戦していた。
以上の結果から，レラカムイの地方会場の観客は，二
極化する傾向を指摘できる。つまり，「観戦ビギナー」
である地元住民と，レラカムイファンと言える札幌近郊
在住者に二分されると考えられる。観戦ビギナーとレラ
カムイファンでは，試合観戦に関するニーズに違いがみ
られることから，今後，観客の属性に応じたサービスを
提供する必要があるだろう。
３．観戦理由
観客の観戦理由について，複数回答が可能な状況で尋
ねた。稚内会場では，約半数の回答者が「バスケットボー
ルを好きだから」という理由を選択し，さらに「稚内市
で開催されたから」という回答が４５．４％を占め，「レラ
カムイのファンだから」という回答が４１．２％であった
（図３）。
図３ 稚内会場にみるファンの観戦理由
釧路会場では，「釧路市で試合が開催されたから」が
５９．２％，「バスケットボールを好きだから」が５１．３％，
「レラカムイ北海道のファンだから」が２９．７％，「レラ
カムイは北海道のチームだから」が２５．８％という結果で
あった（図４）。やはり観戦者の６６％が釧路市近郊に居
住していることから，釧路開催が一番多い観戦理由であっ
た。一方で，両会場ともに友人や家族の誘い，メディア
の影響はそれほど観戦理由に影響していないことが確認
された。
図４ 釧路会場にみる観戦者の観戦理由
さらに，釧路会場のデータに基づき居住地域と「釧路
市で試合が開催されたから」という観戦理由のクロス集
計表を作成した。道東地区では６７．２％の観客（６１３名）
がこの理由を選択した一方で，札幌地区では２１．６％の観
客（４２名）しかこの理由を選択しなかった。つまり，当
然の結果ではあるが，道東地区の観客ほど地元開催を理
由に観戦する傾向が高いことが確認された。さらに，稚
内会場のデータを下に，居住地域と「稚内市で試合が開
催されたから」という観戦理由の関係を調べると，道北
地区の住民の約６０％（１０９名）がこの理由を選択した一
方で，札幌近郊住民では９．４％（５名）しかこの理由を選
択しなかった。つまり，稚内近郊の住民は地元開催とい
う理由から試合観戦に導かれたと考えられる。
釧路会場のデータに基づき居住地域と「レラカムイの
ファンだから」という観戦理由のクロス集計表を作成す
ると，札幌地区の観客の６０．８％（１１８名）がこの理由を
選択した一方で，道東地区では２３．４％の観客（２１３名）
しか選択しなかった。稚内会場では，札幌地区の観客の
８１．１％（４３名）がこの理由を選択した一方で，道北地区
では３０．８％の観客（５６名）しか選択しなかった。
以上の結果から，札幌地区の観客は，レラカムイファ
ンを自認する観客である一方で，道東・道北地区の観客
は，地元開催とバスケットボール好きという理由から試
合観戦に興味を持ったファンであることが確認された。
つまり，道北と道東での試合開催は２００９年が初めてであ
り，この地区の観客が今後リピーターになり，来年以降
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も試合観戦に訪れるかどうかは不確かな状況であること
がうかがえた。
次に，釧路会場のデータに基づき性別と観戦回数の関
係についてクロス集計表を作成した。観戦回数を３回未
満と４回以上に便宜的に二つに分けて，カイ二乗検定を
行うと１％水準で有意差が確認された。男女とも約８割
の観客が，１～３回の観戦回数である一方で，女性では
２７％（１４０名），男性では１２．５％（６３名）が４回以上観戦
したと回答した（表４）。同様の結果は，稚内会場のデー
タでも確認された。稚内会場では，女性の４５．２％（５６名）
が４回以上観戦した一方で，男性は２４．８％（２９名）であっ
た。つまり，女性の観客の方が男性よりもリピーターに
なる者の比率が高いことが確認された。このことは，プ
ロバスケ会場では女性客が多いという先行研究の指摘と
一致する結果であった１）。
４．部活動経験と観戦回数
過去の部活動経験と観戦傾向の関係について分析を行っ
た。中学時代にバスケットボール部に所属していた者と
それ以外の者という２グループを便宜的に作成し，「バ
スケットボールを好きだから」という観戦理由の選択率
を比較すると，１％水準で有意差が確認された。４５９名
の中学バスケットボール経験者のうち，７０．４％（３２３名）
がこの回答を選択した一方で，中学時代にバスケットボー
ル部員ではなかった観戦者は，３８．１％（２５２名）しかこ
の理由を選択していなかった。つまり，中学時代にバス
ケットボール部であった者ほど，バスケットボールが好
きだからという理由で観戦に訪れる傾向が高いことがわ
かった。さらに，中学・高校とバスケットボール部に所
属していた者とそれ以外の者の２グループで，「バスケッ
トボール好き」という理由選択についてカイ二乗検定を
行うと，同様の結果がでた。一方で中学時代のバスケッ
トボール部所属と「レラカムイ北海道のファンだから」
という観戦理由の選択について，カイ二乗検定を行うと，
有意な差は確認されなかった。さらに，中高バスケット
ボール経験者とそれ以外で同じ観戦理由についてカイ二
乗検定を行うと，有意な差は確認されなかった。つまり，
バスケットボール経験者の場合には，レラカムイのファ
ンだからという理由よりもバスケットボール好きという
理由で観戦に訪れることが確認された。
次に，中学時代の部活動経験と観戦頻度の関係につい
て分析を行った。中学時代に運動部に所属していたグルー
プと文化部か無所属であったグループを便宜的にわけ，
過去３年間の累計観戦回数が３回未満か４回以上かとい
う視点で，クロス集計表を作成した（表５）。カイ二乗
検定を行うと，１％水準で有意差が確認された。運度部
経験者の１７．８％（１２９名）が４回以上観戦したと回答す
る一方で，中学時代に文化部・無所属であった者
は，２６．５％（５７名）が４回以上観戦したと答えた。さら
に，高校時代の運動部経験と観戦回数について分析を行
うと，中学時代と同様の結果がでた。つまり，中学・高
校時代に運動部に所属していなかった者の方が，体育会
系の者よりもレラカムイのリピーターになる確率が高い
と考えられる。
さらに，中学・高校とバスケットボール部に所属した
者とそれ以外の観客で観戦回数に関してカイ二乗検定を
行っても，有意差は確認されなかった。つまり，中学・
高校時代にバスケットボール部に所属していたからといっ
て，必ずしもレラカムイの熱心なファンになるとは限ら
ないということが示唆された。逆に，中学・高校時代に
文化部に所属していた者や無所属の者ほどレラカムイの
リピーターになりやすいという傾向がうかがえた。その
理由は定かではないが，運動が得意でなかった者の方が
スポーツ選手に対する憧れが強いという仮説を想定する
ことはできる。しかし，この主張を証明するためには，
今後さらなる調査が必要になるだろう。
５．レラカムイ観戦者にみる北海道日本ハムファイター
ズとコンサドーレ札幌の観戦状況
北海道には，プロ野球の日ハムとサッカーのコンサドー
レとバスケットボールのレラカムイ，フットサルのエス
ポラーダ札幌という四つのプロスポーツ球団がある。全
国的にも四つのプロスポーツチームを持つ地方都市は珍
しく，筆者らは札幌を拠点とするプロスポーツチームに
共通する「スポーツファン層」とでもいうべきファンを
想定していた。したがって，地方会場でも過去３年間の
日ハムとコンサドーレの観戦状況を調べた。
稚内会場では，日ハムの公式戦を観戦した者が４７．２％
（１２０名）おり，そのうち約６６％の回答者は３回未満の
観戦回数であった。コンサの公式戦を観戦した者は回答
表４ レラカムイの観戦回数と性別の関係（釧路会場）
３回未満 ４回以上 合計
女性 ３７９（ ７３％） １４０（ ２７％） ５１９
男性 ４３９（８７．５％） ６３（１２．５％） ５０２
合計 ８１８（８０．１％） ２０３（１９．９％） １０２１
*** p＜．００１
表５ レラカムイの観戦回数と中学時代の部活動経験（釧路会場）
３回未満 ４回以上 合計
運動部 ５９７（８２．２％） １２９（１７．８％） ７２６
文化部・無所属 １５８（７３．５％） ５７（２６．５％） ２１５
合計 ７５５ １８６ ９４１
*** p＜．００１
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者の２２．１％（５４名）であり，そのうち６９％は３回未満の
観戦者であった。
釧路会場では，過去３年間に日ハムの公式戦を観戦し
た者が４２％（４６２名）であり，そのうち約６７％（３１４名）
の観客が３回未満の観戦回数であった。一方で，コンサ
の公式戦を観戦した者は回答者の１３．１％（１３８名）であ
り，そのうち６７％が３回未満の観戦回数であった。
両会場ともに４割以上の観客が日ハムの観戦をしてい
た一方で，コンサの観戦率は２割程度にとどまった。石
澤と永谷（２０１０）が行った札幌会場での調査では，日ハ
ム観戦経験者が約７０％，コンサドーレの観戦経験者が約
４０％という結果であった３）。つまり，札幌会場の回答者
の約７０％は，札幌市在住の観客であったことから，地方
会場の住民よりも頻繁に日ハムとコンサドーレの試合を
観戦していたことがわかった。この結果は，三つのプロ
スポーツの公式戦が，札幌ドームなど札幌市の施設で開
催されることを反映していると考えられる。また地方会
場でも，日ハムの方がコンサドーレよりも観戦率が高かっ
たことは，道内での野球人気の高さや，札幌市移転以降
の日ハムの活躍と宣伝活動を反映していると考えられる。
６．北海道の地方会場における公式戦開催の意義と効果
北海道にある四つのプロスポーツ球団は，いずれも札
幌市を拠点にしており，ホームゲームのほとんどが札幌
市で行われている。平成１８年度の総務省住民基本台帳に
よると，札幌市の人口は，約１８７万人であり，北海道全
体の人口の約３３％を構成していた。札幌市以外に１００万
人を越える大都市がないことを考えると，プロスポーツ
球団が札幌市を中心に公式戦を行うことは集客上当然の
ことである。しかし，レラカムイの１試合あたりの平均
観客数は，三千名程度であり，旭川市・函館市・釧路市・
帯広市・苫小牧市などでも十分に集客を期待できる。こ
れまでレラカムイは，年間４試合程度しか地方会場で公
式戦を開催してこなかったが，今後は旭川市や函館市な
どの地方都市で試合開催を増やし，札幌市以外の潜在的
なファン層を開拓していくことが，今後の発展につなが
ると考えられる。
本研究の結果から明らかなように，稚内会場と釧路会
場では，半数以上の観客が地元の住民であり，初回観戦
者が多かった。こうした観客を今後リピーターにするた
めには，地方会場での試合開催を毎年行い，テレビ中継
を増やし，インターネット中継をはじめるなどの方策が
必要である。北海道の地方都市には，札幌市のような娯
楽施設が少ないことから，積極的に地方会場で公式戦を
行うことで，地域経済の活性化に繋がるのみならず，地
方の競技者や指導者のレベル向上に貢献することが期待
される。
Ⅳ．ま と め
本研究では，以下の内容が明らかになった。
１）稚内・釧路両会場において，観客の男女比はほぼ半々
であった。
２）稚内会場の観戦者は約半数が稚内在住者であり，釧
路会場では，釧路市民と釧路支庁管内の町民合わせ
て，回答者の６６．２％を構成していた。一方で，両会
場ともに１０％程度の札幌市民が観戦に訪れていた。
３）稚内会場では，レラカムイ公式戦の初回観戦者が全
体の４９．２％を占め，釧路会場では６７．１％が初めての
観戦者であった。特に地方会場の観客は，観戦ビギ
ナーの地元住民とレラカムイファンである札幌近郊
在住者に二分されることが示唆された。
４）両会場ともバスケットボール好きと地元開催という
理由が半数近くの観戦理由にあげられた。札幌地区
の観客は，レラカムイファンを自認する観客である
一方で，道東・道北地区の観客は，地元開催とバス
ケットボール好きという理由から試合観戦に興味を
持ったファンであることが確認された。
５）釧路会場の回答者のうち，高校時代に運動部に所属
していた者が全体の６６．４％を占め，過去の運動経験
とプロバスケットボールの試合観戦の間に関係があ
ることが示唆された。さらに，運動部に所属してい
た者のうち，約６０％は中学・高校時代にバスケット
ボール部に所属していた。
６）バスケットボール経験者の場合には，レラカムイの
ファンだからという理由よりもバスケットボール好
きという理由で観戦に訪れることが確認された。さ
らに，中学・高校時代に運動部に所属していなかっ
た者の方が，体育会系の者よりもレラカムイのリピー
ターになる確率が高いことが明らかになった。
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究センターの研究費と平成２１年度江別市大学連携調査研
究事業補助金「産学官連携による江別市のスポーツ振興
について」を受けて行ったものである。
注
注１）２００７－８年シーズンのホームゲーム観客動員数は
５万２７２９名で，ホームゲームの１試合平均観客数は
２９２９名であった。２００８－９年シーズンには５万６３４０
名のホームゲーム観客動員数を記録し，１試合平均
北方圏生涯スポーツ研究センター年報 創刊号
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観客数は３５２１名であった。２００９－１０年シーズンには
６万７７８２名のホームゲーム観客動員数を記録し，平
均観客数は３０８１名であった（北海道新聞，２０１０年３
月３１日）。
注２）平成１９年度の日本バスケットボール協会の資料に
よると，北海道のバスケットボール競技者数（ミニ
バスから社会人まで）は３万３２９１名で全国の都道府
県の中で２番目に多かった。
注３）「秋田ノーザンハピネッツ」というチームが２０１０
年からｂｊリーグに新規加盟する予定である。
注４）釧路支庁管内の町は，釧路町，厚岸町，浜中町，
標茶町，弟子屈町，鶴居村，白糠町の七つである。
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抄 録
本研究では，稚内市と釧路市という地方会場におけるレラカムイ観客の実態を把握するために，２００９年１０月と１１月
にホームゲーム公式戦試合会場で質問紙調査を行った。本研究で明らかになったことは，以下のとおりである。
１）稚内・釧路両会場において，観客の男女比はほぼ半々であった。
２）稚内会場の観戦者は約半数が稚内在住者であり，釧路会場では，釧路市民と釧路支庁管内の町民合わせて，回答
者の６６．２％を構成していた。一方で，両会場ともに１０％程度の札幌市民が観戦に訪れていた。
３）稚内会場では，レラカムイ公式戦の初回観戦者が全体の４９．２％を占め，釧路会場では６７．１％が初めての観戦者で
あった。特に地方会場の観客は，観戦ビギナーの地元住民とレラカムイファンである札幌近郊在住者に二分され
ることが示唆された。
４）両会場ともバスケットボール好きと地元開催という理由が半数近くの観戦理由にあげられた。札幌地区の観客は，
レラカムイファンを自認する観客である一方で，道東・道北地区の観客は，地元開催とバスケットボール好きと
いう理由から試合観戦に興味を持ったファンであることが確認された。
５）釧路会場の回答者のうち，高校時代に運動部に所属していた者が全体の６６．４％を占め，過去の運動経験とプロバ
スケットボールの試合観戦の間に関係があることが示唆された。さらに，運動部に所属していた者のうち，約６０％
は中学・高校時代にバスケットボール部に所属していた。
６）バスケットボール経験者の場合には，レラカムイのファンだからという理由よりもバスケットボール好きという
理由で観戦に訪れることが確認された。さらに，中学・高校時代に運動部に所属していなかった者の方が，体育
会系の者よりもレラカムイのリピーターになる確率が高いことが明らかになった。
キーワード：地方会場，レラカムイ北海道，観戦者，実態調査，バスケットボール
地方会場におけるレラカムイ北海道の観戦者実態調査
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